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審判 主審 副審

【ボックススコア】

No. 出場 得点 ３P ２P FT R F No. 出場 得点 ３P ２P FT R F

4 × 0 2 4 ／ 2 1 1 1

5 ／ 12 1 3 3 4 2 5 × 4 1 1 3

6 DNP 6 × 5 1 3 5 4

7 ／ 3 1 1 7 ／ 0 1

8 × 11 5 1 5 1 8 × 6 3 3 3

9 × 7 1 2 2 9 ／ 5 1 3 4 2

10 ／ 0 1 10 × 5 1 1 3

11 ／ 2 1 2 11 ／ 10 5 5 4

12 × 10 5 5 1 12 ／ 2 1 3

13 ／ 7 1 2 2 3 13 ／ 0

14 ／ 0 2 2 14 ／ 0 2

15 ／ 0 15 × 0 1

16 × 0 3 1 16 ／ 2 1 1

17 ／ 15 7 1 5 1 17 ／ 0

18 ／ 0 18 ／ 2 1 2

HC HC

67 4 25 5 31 14 43 2 15 7 34 14

出場　　×：スターター　　　　　　／：途中出場　　　　　　　DNP：出場なし

得点　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー

【戦　評】

岩井志穂 大島恵一

女子 決勝
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函館アリーナ

結果

札幌地区選抜 釧路地区選抜

１年生 １年生

67 43

札幌地区選抜 １年生 釧路地区選抜 １年生
選手氏名 選手氏名

荒川　璃子 小澤　彩

岩佐　紗奈 河合　菜那

大澤　杏奈 長瀬　弥羽

太田　悠羽 矢野　萌々

岡井　遥香 石戸谷知愛

小川　愛衣歌 武山　千尋

小林　澪奈 宍戸　真菜

佐野　美鈴 岩田　郁

寺岡　海 沼田　希菜

中村　南祈 佐藤　楓譜

松田　晴菜 小熊　涼楓

見越　望未 米内山　桜羽

最上　栞名 米内山　桜妃

森　通衣 石川　真帆

山下　楓 山本　菜々華

女子の決勝は、札幌選抜と釧路選抜の対戦となった。札幌選抜は、チーム選手の層が厚く評判通りの戦いぶりで決勝までコマを進めた。一
方、釧路選抜も高い運動能力を活かし決勝まで勝ち上がってきた。釧路の運動能力の高さが札幌の総合力にどこまで通用するのか戦う前
から非常に楽しみな対戦となった。
　札幌は＃４、＃８、＃９、＃１２、＃１６でスタート。釧路は＃５、＃６、＃８、＃１０、＃１５でスタート。ゲーム開始早々札幌選抜は＃９のス
リーポイントで先制する。一方釧路は＃６のドライブで応戦する。その後札幌は＃８のジャンプシュート。＃９がオフェンスリバウンドをねじ込
んだりと着実に点数を重ねていいた。対する釧路は、＃５、＃６が果敢にゴールに向かうがなかなか点数が決まらない。１Qは１４－７、札幌
リードで終了した。
　２Q、お互いに一進一退のゲーム展開となり加点していく。そんな中、札幌＃５、＃１３の３Pが決まり突き放しにかかる。残り３分３９秒札幌
＃５のバスケットカウントが決まったところで釧路がタイムアウト。試合の流れからも、もう少し前にタイムアウトを取るべきだったことは否めな
い。その後は、途中でベンチに下がっていた釧路の＃１２も復活し、勢いを取り戻した。最終的には３７－１９、札幌のリードで前半を終了し
た。
　３Q、お互いに、我慢の時間帯が続く、釧路は＃８の１対１で何とか応戦するも、その後が続かず加点することができない。札幌はその後
も、ドライブやリバウンドシュートをねじ込み加点していった。点差が離れた残り２分１８秒釧路がたまらずタイムアウトを取る。その後も流れ
は変わらず５４－２７、ダブルスコアーにして札幌リードのまま最終Qへ
　４Q、最後の頑張りをお互いに見せて、最後まで気合の入ったゲームが続いた。最後まで終始激しいディフェンスからのブレイク、そして、強
い１対１をやり続けた札幌選抜が67-43で優勝を手にした。
　お互いに最後まで勝利を諦めない、素晴らしい戦いが見られた決勝であった。

記 録

山根　康広 下山　智之

合計 合計

道Jr強化委員会 金山大輝


